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休会            例会                        例会    休会 最終夜間例会 休会  

本本日日ののププロロググララムム（（66 月月 88 日日））  

三原市 人権推進課 向井美穂 様 

「働きやすい職場づくりについて(職場におけるダイバーシティ)」 

次次回回ののププロロググララムム（（66 月月 1155 日日））  

岡田 雄幸 会員 

「臨済宗 応海山 棲真寺と土肥実平・遠平父子について」  

第１２３０回 ２０２２年５月２５日 例会記録(フォレストヒルズガーデン) 

点  鐘 熊谷会長 

ロータリーソング「それでこそロータリー」 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉・シニア 

出席者 メイク 欠席 
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報 告 事 項 

楠部会員 

東広島地区医師会では、毎年世界禁煙デー市民講座を

開催しています。2年間は、コロナ禍で開催できませ

んでしたが、今年は青山学院大学の原晋監督がお話に

来てくださいます。これを機会に、沢山の方にタバコ

の事を考えて頂くという企画です。 

第 1部基調講演は、産婦人科の向井先生に、「知って

ほしい！女性の健康と喫煙リスク」というテーマでお

話しして頂きます。興味がある方がおられましたら、

もう少し席がございますのでどうぞご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木財団委員長 

米山学友会会報第 28 号の 17ページに卒業生特集

(2021～2022年度)としてグエン・ティ・タオ・ヴィさ

んと澤井カウンセラーの感想が掲載されていますの

でご一読ください。 



米山奨学生のカウンセラーを終えて 

澤 井 一 徳 

(広島空港 RC) 

 

昨年の 4 月から米山奨学生として

広島空港ロータリークラブとの接点が

始まりました。 

なかなか会えない中で、会えばい

つも明るく挨拶をしてくれます。合わ

せてチャーミングな笑顔を届けてもら

いました。                                                               

                                                                     

この一年間はコロナの影響で例会をはじめいろいろな行事 

が中止となり、残念な一年でしたが、少ない例会行事の中で 2 

度卓話をしてもらいました。1回目の 7月 28日例会卓話では、 

ベトナムの状況や風景が浮かんでくるような話に、皆が引き 

込まれたのが思い起こされます。 2回目の 3月 9日例会卓 

話では、ロータリークラブの米山奨学生になるまでの経緯や 

頑張ったことなど。そして、広島空港ロータリークラブとの接点 

ができて、あっという間の一年であったことなど話してくれまし 

た。一年間のロータリークラブとの話で少し感傷的になったみ 

たいですね。みんなも目が潤んだ感じで聞き入りました。「あり 

がとうね」 また、コロナ禍で親睦行事も出来なかったのです 

が、一時的に収まった 12月のクリスマス家族例会では、メン 

バーや家族の皆さんと一緒に心から楽しんでいました。                                           

4月から広島の IT企業に就職が決まっています。先日広島で

ばったり、その企業でアルバイトをしている姿を拝見しました。

企業の制服が似合ってて、はつらつと仕事をしている姿に感

動しました。 

米山奨学生は 3 月までですが、4 月に入ってもヴィさんと広

島空港ロータリークラブは、まだまだ繫がっていきます。時期

を見て例会に招待する予定です。特に花見例会、クリスマス

会等懇親会のある例会には一緒に楽しみたいものと思ってい

ます。                                                     

行動が制限される中、大学や就職活動、ロータリークラブ

等色々大変な状況もあったと思います。持ち前の明るさと元

気でこれからも頑張ってください。そして、これからも日本とベ

トナムの橋渡しの一翼を担ってくれるものと確信しています。              

 

米山奨学生として幸せな一年 

グエン・ティ・タオ・ヴィ 

ベトナム(広島空港 RC) 

 

1 年間の米山奨学生はあっという間に終了しました。

広島空港ロータリークラブにお世話になり心より感謝申

し上げます。米山奨学生になれたのは、大変光栄な事で、

今でも米山奨学生に採用された結果をいただいた際の気

持ちを忘れられないです。大学に入る前にベトナム人の

先輩のお話から米山記念奨学金について知っていまし

た。経済面で大きな支援をいただくことだけではなく、

様々な分野の最前線で活躍されている方々とお会いで

き、色々な活動にも参加することもでき、自分を成長さ

せる機会がたくさんあると分かりました。大学に入って

から、常に真面目に勉強し、良い成績をとれるように努

力しました。3 年次の後期では、大学から米山記念奨学

金に関するお知らせが来ました。その際には、自分が本

当にできるかと迷っていて、諦めようとする瞬間があり

ました。しかし、同じチャンスは 2 度と来なく、今やっ

てみないと分からないので、勇気を出し応募しました。

結果としては、1 月末に合格の通知をいただき、涙が出

るほど幸せでした。その結果は、日々の自己努力に加え

て幸運の恩恵だと思いました。 

2021年 4月からオリエンテーションで初めてカウンセ

ラーの澤井様にお会いし、とても優しく、親切な方だと

感じました。毎回の例会に参加する際には、逆方向でも

澤井様がいつも家の近くまで迎えに来てくださって、本

当に有難いと思います。去年、新型コロナウイルスの影

響で初めて例会に参加するのは 6 月からでした。ずっと

緊張していましたが、広島空港ロータリークラブの皆様

がとても優しく、いつも励ましてくださいました。例会

に参加するたびに、皆様から声をかけ自分の状況を聞い

て応援していただくことで、寂しいこと・大変なことを

すべて忘れて幸せな気持ちばかりでした。さらに、澤井

様の会社にはベトナム人の実習生の方が多くいらっしや

るので、例会が終わってから、みんなによく会いに来ま

した。みんなが愛想よく、すぐに仲良くなりました。澤

井様のおかげで、新しい友達がたくさんできて、本当に

嬉しいです。 

去年の 3 月から、就職活動や卒業論文の作成を本格的

に始めました。そのため、アルバイトをして生活費を充

てることが難しい状況でした。米山記念奨学金をいただ

くことで、学業に専念することができ、日本の企業から

内定もいただきました。今年の 3 月に無事に大学を卒業

でき、4 月から広島市で正社員として仕事をします。こ

れから、大学・米山奨学会で学んだことを生かして、社

会に貢献できるように人材になりたいと思います。また、

学友会の一員として、日本とベトナムの懸橋になり、国

際交流を深めていきたいと考えています。 



会 長 時 間 

皆さんこんにちは。 

先ほど楠部先生から、禁煙の

話がありました。私は禁煙して

もうすぐ４年が来るのですが、

未だに「タバコを吸いたい」と

思うことがあります。タバコに

は凄い中毒性がありますね。 

  随分と暖かくなりました。といっても、夜から朝にか

けて寒くなることもあり、冷房していたのに、朝方目が

覚めて暖房にすることもある、という今日この頃です。 

 早いもので私の会長年度も、1カ月となりました。本

日の卓話時間は、次年度の活動計画立案となっています

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1229号・米山学友会会報 

《回  覧》今後の例会出欠予定表 

      市民公開講座・三原市わが街NAVI 

《お知らせ》5月28日(土)地区大会会長幹事会 

      5月29日(日)地区大会記念ゴルフ大会 

 

卓 話 時 間 

皆さんこんにちは。本日の卓話

時間は、次年度委員会別活動方

針立案となっています。次年度

の活動方針を、お配りしていま

すが、まだ暫定的な所もあり、

テーマも悩んでいるところであ

ります。 

 

「想像してみよう、全ての人が今日のために生きている

ってことを」イマジンの歌詞にあります。昨今のウクラ

イナ侵攻をめぐる情勢緊迫化、未だ収束が見えない新型

コロナウィルスにより、大勢の人が命を落とされていま

す。また、様々な分野での企業活動にマイナスが生じ、

経済においても大きな打撃を受けています。こうした有

事に改めて考えさせられることは、生きているだけで素

晴らしいということです。 

ジョーンズ氏のテーマ、想像（IMAGINE）は行動の第

一歩と考えますが、生きていてこそのテーマでありま

す。ガバナー信条である健康寿命延伸に則り、会員の健

康を維持し、世界平和を祈り、ロータリアンとして奉仕

を継続する為にも、この時代を生き抜き、共に未来を想

像（IMAGINE）し行動したいと考えます。 

私みたいな経験・知識の浅い者が会長に就くことは大変

恐縮であり皆さまに迷惑ばかりおかけすることが 予

想されますが、ロータリアンの友情で力をお貸し下さ

い。 

実行目標 

①会員増強と現状会員維持 

１人の会員を増やすことは非常に大変なことだと思 

っていますし、皆様もご承知のことだと思いますが、 

次年度も純増 1名以上を目標として掲げさせていた 

だきます。 

 

②がん予防活動の推進 

 ガバナー信条である健康寿命延伸に則り、当クラブ 

でもがん予防や口腔ケア―に関して、何かしら予防 

対策の働きかけをしていたたければと思っています 

 

③ロータリー財団についての勉強会実施 

 前回の例会で、伊藤次年度財団委員長から地区研修

協議会の報告をしていただきましたが、年次基金１

人当たり 150ドル、ポリオプラス基金 1人当たり 30

ドルの目標を達成していないクラブは半数以上あ

り、財団の財源も近い将来枯渇する。そのため補助

金の仕組みが変更され、クラブの負担が大きくなっ

ています。１人当たりという目標は、クラブの大き

さには関係ないので達成したいと思います。と言わ

れていました。皆さんと意見や情報を出し合いなが

ら今後可能な限り目標額に近づけるようにしたいと

思います。 

 

④米山記念奨学会事業についての理解促進 

 3月に参加しました会長エレクトセミナーで、米山 

記念奨学会について学ばせていただきました。 

経験が浅いのと理解力が不足していたこともあり、 

米山記念奨学会について勘違いしていた所もありま 

したので、是非例会で今一度、年数の浅い方にも勉 

強する機会を持っていただきたく、ヴィさんがおら 

れる時に卓話をと考えていましたが、コロナ禍で難 

しくなり延期となりました。もう少し落ち着きまし 

たら、地区米山記念奨学会 副委員長の清水様(前委 

員長・尾道 RC)に、卓話をお願いしたいと考えてお 

ります。 

 

 

 

 

各委員会別 活動計画立案 

(13:07～13:30) 


